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施策の概要

施策事例８　環境関連施策

97,872,275 千円

富山県 富山市 環境部環境政策課

076-443-2053 

http://www7.city.toyama.toyama.jp/

平成 21 年度から平成 25 年度まで

環境モデル都市参考とした施策

関 係 施 策 分 類

事 業 期 間

ホ ー ム ペ ー ジ

電 話

担 当 課

標 準 財 政 規 模

人 口 417,308 人

1 	取り組みに至る背景
本市は、面積約 1,242k㎡の広大な市域を

有する地方中核都市であるが、市街地の郊
外拡散の進行、自動車に過度に依存した交
通体系を背景に、県庁所在地では全国で最
も低密度な市街地となっている。このよう
な状況の中、本市では、今後本格化する人
口減少や超高齢社会に対応した持続可能な
まちづくりが求められており、これまでも
公共交通の活性化や都市機能を集約した集
約型都市構造への転換等、「コンパクトな
まちづくり」を推進してきた。

そのような中、これら「コンパクトなま
ちづくり」の取組が評価され、平成 20 年 7
月に環境モデル都市に選定された。平成 21
年 3 月に策定した「富山市環境モデル都市行動計画」では、「コンパクトなまちづくり」の取組を踏襲し
つつ、地球温暖化防止に向け CO2 排出量を大幅に削減するための各種取組をとりまとめている。

2 	事業内容（目的・目標・方策）
本市では、地球温暖化防止に向け CO2 排出量を大幅に削減することを目的に、平成 21 年 3 月に「富山

市環境モデル都市行動計画」を策定し、公共交通の活性化の推進、中心市街地や公共交通沿線への機能
集積の推進、コンパクトなまちづくりと一体となったエコライフの推進、エコ企業活動の推進を 4 本の
柱として掲げ、2030 年までに 30%、2050 年までに 50%の温室効果ガスを削減することを目指している。
具体的には、市内路面電車の環状線化による LRT ネットワークの形成、鉄道駅周辺の基盤整備や幹線バ
ス路線整備等による公共交通の基盤整備、まちなかや公共交通沿線居住推進、中心市街地再開発事業や
中心商店街魅力創出事業による中心市街地の活性化、小水力発電や住宅用太陽光発電・太陽熱利用設備
への設置補助、森林バイオマスの活用等、新エネルギーの導入や支援、「チーム富山市」推進事業による
エコライフの普及やオフィス等の低炭素化等の事業を推進する。

環境モデル都市
推進事業
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富山市

総　額
①～⑤の計

財源内訳（財源区分 : ①～⑤）
①国費 ②県費 ③起債 ④その他 ⑤一般財源

5,058 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 5,058 千円

①
～
④
の
名
称
・
所
管
等

名　称

所　管

金　額

補助率

3 	施策の開始前に想定した事業効果
2013 年（平成 25 年）までに、低炭素社会形成に向けた社会システム、要素技術のモデル確立、

基盤形成を行い、中期 2030 年（平成 42 年）では、社会システム・要素技術が普及期へ移行してい
くことにより、温室効果ガスを 2005 年（平成 17 年）比で 30%削減、長期 2050 年（平成 62 年）では、
コンパクトシティによる低炭素社会の実現により温室効果ガスを同比 50%削減を達成する。

4 	導入にあたり工夫・苦労した点、課題、対処法など
「富山市環境モデル都市行動計画」の策定にあたり、市長を本部長とした「コンパクトなまちづ

くりによる CO2 削減推進本部」を立ち上げ、5 年以内に具体化する取組について協議・検討を行っ
たが、環境モデル都市に選定された時期から半年余りの期間の中で部局の枠を超えて具体的な数値
目標を掲げたプランを練り上げるこ
とに非常に苦労した。

また、「富山市環境モデル都市行動
計画」の策定の際には、これまでに
本市が取り組んできた「コンパクト
なまちづくり」と齟齬がないように、
また、より発展したプランとなるよ
う工夫した。

課題としては、それぞれの事業の
進捗管理や温室効果ガス削減成果を、
適切に把握し評価していくための
フォローアップの手法の検討が課題
である。

5 	現在の成果・実績、今後の展開など
平成 21 年 4 月に、環境政策課内に地球温暖化対策係を新設、人員の増員を行い、これまで以上

に地球温暖化対策を強力に推進していくための体制を強化した。今後は、「富山市環境モデル都市
行動計画」にも盛り込んでいる、5 年以内に具体化する取組を着実に実施していくとともに、その
成果を適切にフォローアップすることで、目標の達成を目指していく。
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